
 

 

 

                                  
 

 

「本質」を忘れない 

四街道市青少年育成センター 

指導主事 半田耕之 

 

 中学校教員から当センターの指導主事として赴任した今年度の４月。当時は、新型コロナウイ

ルス感染症が第５類に移行される前であり、多くの人にとってマスクを着用することが当たり前

な日常の姿でした。そこから約１年が経ち、ほとんどの社会生活が「コロナ前」といわれる姿に

戻りつつあります。しかし、反対にコロナによって、その姿に変化が見られたことも数多くあり

ます。 

 私は、理科の中学校教員として１４年前に採用されました。採用された当時は、「理科嫌い」と

いう言葉が多く取り上げられていました。特に中高生の多くが、理科の授業に対し「難しくて分

からない」「将来の役に立たない」と感じ、科学技術立国としての日本の将来を心配する声が多く

聞かれました。 

 理科授業の面白さは、自然の事物現象を教科書で学ぶだけでなく、実験観察によって自分の五

感を使って実際に体験することにあります。私自身、学校での多くの実験や観察から科学の不思

議さや楽しさを肌で感じ、興味関心を深めることができました。そのような体験をさせてくれた

当時の先生方には感謝しており、自分自身の理科教員としての指導観にもつながったと思ってい

ます。 

 コロナ禍の約３年間で、学校生活は一変しました。特に一人一台タブレット端末の導入は、学

校における学習のあり方を大きく変化させました。児童生徒が調べたいと思ったら、すぐにその

場で見たり聞いたりすることができます。理科で行う実験や観察も、教材教具の準備をせずとも

タブレット端末を用いて動画で確認することができます。そこには、失敗もないし手間もありま

せん。効率だけを考えさえすれば、以前よりはるかに学びやすくなったのは間違いありません。

しかし、学びの本質は物事を表面的に知ることではなく、自分自身で体験し発見し感動すること

から様々な知識や考え方を獲得することだと思います。それこそが、理科の醍醐味であり動画を

見るだけでは味わうことのできないものであると、コロナ禍において私自身が再認識させられま

した。 

 今の時代、インターネットにより離れている見知らぬ人とのやりとりが可能です。自分と同じ

ような価値観や興味関心を持つ人と、気軽に交流を持つことができます。その一方で、学校や職

場でのコミュニケーションを面倒に感じ、深い関係になることを苦手と捉える人も多くなってい

るのではないでしょうか。まさに私も、自分から話しかけたり親交を深めたりすることが苦手で、

新しい人間関係を築くことが不得意でした。そんな私が、当センターで多くの方と関わらせてい

ただき感じたことは、直接お会いし顔を見て言葉を交わすことが最も相手と気持ちを通じ合わせ

ることができるということです。そして、それは今も昔も変わらないと思います。効率化を求め

られる時代だからこそ、物事の本質をしっかりと忘れないよう精進していきたいと、益々感じる

ことができた１年間でした。 

 今年度四街道市青少年育成センターの活動にご協力を頂いた関係者の皆様に深くに感謝を申し

上げるとともに、今後の益々のご理解とご協力をお願いします。 

 

 

 

 

◎ 「一期一会」は、市ホームページにも掲載してあります。青少年育成センターのページからご覧ください。                                          

令 和 ６ 年 ３ 月 ６ 日   第 ２ ８ ３ 号 

四 街 道 市 青 少 年 育 成 セ ン タ ー 発 行 

四 街 道 市 鹿 渡 ２ ０ ０ １ － １ １ 

電  話  ０ ４ ３ － ４ ２ １ － ７ ８ ６ ７ 

Ｆ Ａ Ｘ  ０ ４ ３ － ４ ２ １ － ７ ８ ７ １ 

E - m a i l  y s e i s h o n e n @ c i t y . y o t s u k a i d o . c h i b a . j p 

 

四街道市青少年育成センターだより  

当 セ ン タ ー で は 子 ど も と 保 護 者 の 悩 み 相 談 を 受 け 付 け て い ま す  

四 街 道 市 青 少 年 育 成 セ ン タ ー  (月 )～ (金 )  ９ ： ０ ０ － １ ７ ： ０ ０ 

 相 談 専 用 電 話 0 4 3 - 4 2 3 - 0 0 6 6   フ リ ー ダ イ ヤ ル  0 1 2 0 - 4 2 3 - 0 0 6 

 青少年育成センターへは市役所第二庁舎からも裏側通用口を利用して入ることもできます 
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児童生徒が事件事故に遭いそうになった場合に、逃げ込むため 

の場所として、平成１２年度よりスタートした「こども１１０番 

の家」活動ですが、令和６年１月末現在で２,９０５戸のご家庭や 

事業所の方にご協力頂いております。 

「こども１１０番の家」の活動が、市内の子どもたちにとって、よ 

り身近なものとなることを目的に、毎年小学校１校で避難訓練を実施しています。今年度は大日小

学校ＰＴＡのご協力により、１月１８日（木）に避難訓練を実施しました。 

 はじめに、防犯教室を開催し、不審者などの被害から身を守る方法を学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その後、代表児童によるロールプレイにより、こども１１０番の家の役割や被害に遭いそうになっ

た場合の対応の仕方について学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四街道市の子どもたちの安全確保のために、今後も皆様のご協力をお願いします。 

  

○２月の相談活動 [４０件]                       

電話 ２３ 来所 １６ 訪問等  １ 

 

〇２月の不審者情報  

日 曜 時  間 場  所 内    容 

２１ 水 
午後８時 

２８分頃 

市内鷹の台 

２丁目公園 

鷹の台２丁目付近の公園で、被害者の腹部付近を刃物で

刺して逃走したもの（※後に事件でないことが判明） 

○令和６年４月の街頭補導予定（１１回） 

５日（金）Ａ ８日（月）Ｃ ９日（火）Ｄ 11 日（木）Ｂ 15 日（月）Ｅ 17 日（水）Ｄ 

18 日（木）Ｃ 23 日（火）Ｆ 24 日（水）Ｂ 25 日（木）Ｄ 26 日（金）Ｅ  

A 7:30-8:30 B 10:00-11:00  C 14:30‐15:30  D 16:30-17:30  E 17:30-18:30  Ｆ18:30-19:30 

   学校はもうすぐ春休みになり 

ます。公園等での外遊びの時  

間も増えます。引き続き見守りをお 

願いしします。 


